
令和元年3月１日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員（全たてわり班）が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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70%以上の児童の割合

国語　76.8%
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60%
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60%
以上

３：
50%
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60%
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２：
40%
以上
50%
未満

Ａ

４：
60%
以上

【目指す学校像】
　○児童にとって、目標をもってがんばる過程が認められ、自己肯定感が育まれる学校　　○保護者にとって、安心して通わせることができ、子供たちのために協力したいと思える学校　　○地域にとって、身近な存在で、学校の活動を応援したい、支援したいと思える学校　　○教職員にとって、
授業改善による成果や学校組織の一員としての貢献を実感できる学校
【校内研究】
　・テーマ「もっと知りたい・分かりたい・試したい」子供の意欲を高める指導の工夫　　子供の学習意欲が高まることで、基礎的な学力を向上させることができる。（算数科の授業を通して、研究を進める。）
　・授業のユニバーサルデザイン化（焦点化・視覚化・共有化・学習環境の整備）

３：
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以上
60%
未満
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以上
50%
未満

１：
40%
以下

保護者アンケート「学校
は、教育活動を適切に
伝えている。」「学校
は、保護者からの相談
や要望に対して、適切
に対応している。」の項
目で、「そう思う」の割合

49%  42%    平均45.5%

保護者による授業評価
において「先生たちは
子どもたちに分かりや
すい授業をしています
か?」のアンケートで、
「よくあてはまる」の割
合

62%

なんぽーランに参加し
た児童の割合

50.1%

Ａ
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以上
50%
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４：
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以上

あいさつをしていると回
答した児童の割合

82.2%

Ｄ

・基本的生活習慣を確実に身に付け
られるよう、家庭と「早寝・早起き・朝
ごはん」月間の取組などを通して、啓
蒙活動も含め連携を強化する。

・食に対する興味関心を深めるため
に、休職指導の在り方について栄養
士と協働で食育を年間指導計画に位
置付ける。

・体力向上に向けた日常的な運動習
慣を朝、業間、授業などアクセントを
つけて意図的に系統立てて設定して
いく。

・校内研究やOJTを通して、教員一人
一人が授業改善に努め、保護者をは
じめ様々な評価を真摯に受けとめる
姿勢をもたせる。

・主任教諭同士が連携を取り合い、
OJTを推進させ、研修後のフォロー
アップも確実に行わせ、自己研鎖が
進められる用意する。

・特別支援教室と通常級の連携を深
めるために、特別支援コーディネータ
にその連絡役を担わせ、配慮を要す
る児童等への個に応じた指導をより
有効化する。

・経験の浅い教員に対しては、学校全
体でその実態や悩み、不安を吸い上
げる仕組みを構築し、OJTのみならず
様々な機会で多角的な育成ができる
ようにする。
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２：
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以上
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未満

目標に対する成果指標
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地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・学校ホームページ担当に定期的な
更新や地域、保護者からの声などを
基にした求められる情報を発信させ
る。

・地域教育連絡協議会をはじめとし
て、地域や保護者へ児童の変容や状
況を適宜伝え、学校に対する適正な
評価が可能な状態をつくりだす。

・地域の人材や教育材についての情
報を収集する分掌を設定して、学校
支援地域本部と連携してまとめる。そ
のうえで、それらを活用し授業に活用
できるよう学年主任を指導して、年間
の教育計画に地域の教育材を活用し
た単元を位置付けさせる。

〇地域はあまり力になりませんができるだけ協力する。

〇保護者のアンケートの結果だけ見ると達成度は低めなので
学校に対しての不満が、多少あるのではないかと思う。改善策
を活かしてほしいと思う。

〇先生方が地域になかなか出づらいのか、あまり見かけること
はない。

〇学校、家庭、地域の連携のいっそうの強化をしていきましょ
う。

〇情報量が少なく、具体性を欠くので、もっと情報収集に努力
する。
学校との連携を今後さらにふけ目、地域力の強化を共には
かっていきたいと思う。
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学校関係者記入欄
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○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

2

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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校内研究テーマ「もっと知りたい・分かりた
い・試したい」子供の意欲を高める指導の
工夫に基づき授業改善や学習環境の整備
を行う。

成果
評価

4

3

3

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

4

授業力向上研修及び若手研修を実施し、
指導力向上を図る。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

なんぽーラン（早朝ジョギング）への参加を
促す取組を実施する。

4

4

4

4

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

たてわり班活動で、円滑な異年齢交流を通
して、つながりを深め、よりよい人間関係を
築くことを意図した働きかけを実施する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

4

Ａ

Ｂ

〇人の命がいかに大切かを考えるとまず自分というものがこの
世の中で役に立つかを実施しなければならない。

〇あいさつに関しては児童と校内学校評価との隔たりがあるよ
様なので指導の余地があると思われる。校内全体ではないが
授業中に廊下をうろつく児童が見受けられるので、そのあたり
の指導を改善してほしいとの要望が保護者のほうからあった。

〇児童の精神的な成長がもう少し高いレベルに上がることを期
待する。教員がマンネリ化した指導に甘んじてはいないか。今
後も引き続きご指導をよろしくお願いししたい。

〇自分ルールで身勝手な行動をとる児童(特に高学年)が目立
つ。「決まりを守る」という基本的な部分の指導を充実させると
ともに、家庭との連携も必要不可欠であると思う。

〇生活指導が弱いのではないかと感じるときもある。毅然とし
た態度で学校、教員は悪いことをした児童や家庭、保護者に指
導すべきである。被害者を出さないためにもお願いしたい。

〇早朝ジョギングは児童にとっても身体を動かし、一日の目的
ができるのではないか。

〇おおむね評価されてると思うが、学力にも同じようにもっと学
校として一致団結して取り組んでほしい。

〇まさに今年度は特に児童の身体能力の高さに感心しまし
た。なんぽーランなど体力向上に積極的に取り組めていると思
う。

〇先生方の指導力を向上させれば、児童がもっとついてくるの
ではないだろうか。

〇取り組む側の評価に平均的なものがみられるので、今後の
改善策を活かしてほしいと思います。

〇教職員のみなさまの努力と尽力に感謝いたします。

〇校内研究やOJT等を通して指導力向上に真摯に取り組んで
いられることが、理解できた。

〇主任教諭というのはどのような立場なのか。この会議にも出
席して意見や取り組んでいることを話してほしい。
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１：
40%
以下

3

4

〇いつの時代も学習は嫌なものです。　補習など先生方も頑
張ってもらって児童がそろって、出来の良い子になってもらいた
い。

〇学習意欲を高め学びの基礎となる教科全体を底上げする取
り組みがおおむねできていると思う。

〇毎年児童の学習能力やレベルに合わせた指導をされている
と思うが、成績はどうなのか。

〇個の差がとてもある。落ち着いて授業に取り組める環境づく
りの必要性をとても感じる。やはり「基礎基本の定着」が一番の
課題であると思われる。

〇できない児童をどう落ちこぼれのような子にしないために、
学校として努力してほしい。勉強ができないから嫌いになる。勉
強が嫌いだから、問題を起こす。

・授業改善推進プランを的確に点検し
ながら、各種学力調査の結果分析を
もとに、児童一人一人の学習カルテ
等を活用し、補習教室や家庭学習等
指導の工夫をする。

・習熟度別少人数学習集団での学習
状況をカルテやカウンセリング等で確
実に把握し、東京ベーシックドリルや
各種問題等を活用して個別指導を充
実させる。

・学力向上の基盤になる学習規律や
生活規律を主幹教諭を中心に学校全
体で統一したルールを基に徹底させ、
学習環境の整備を目指す。

4

3

3

３：
50%
以上
60%
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の

育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

0

3

3

3

・学校のきまりを統一した指導で全教
員が温度差なく児童へ徹底させるべ
く、近隣小学校や小中一貫連携校と
も連絡を密にして生活指導に取り組
む。

・道徳の副読本を積極的に活用し、豊
かな心の育成に努める。

・いじめ防止基本方針に則り、いじめ
調査をはじめ各種生活調査を有効的
に活用して、児童が安心して生活でき
る学校づくりにを心がける。

・生活指導主任を中心に迅速かつ組
織的な対応をし、生活指導上の問題
を素早く解決していく。

・縦割班活動を活用して、さまざまな
異学年交流を深め、全校児童を全教
職員で見守り、支援していく体制を整
える。

・不登校児童や不登校傾向の児童に
対して、保護者とも連絡を密にし、教
育センターや各種機関とも連携してそ
の解決に努める。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

４：
80%
以上

3

3

4

4

3

4

・英語カフェや読み聞かせ、ICTの活
用等を通して外国語教育指導員との
コミュニケーションをとることが日常化
してきている。低中学年児童へも広げ
ていけるように学校組織全体での取
組としていく。

・東京都小学生科学展へ都代表とし
て出展発表をするなど、理科や算数
への関心意欲をもつ児童が確実に増
えている。理科授業支援員を的確に
活用し実験・体験活動を通した楽しい
授業づくりにさらに取り組む。

・人権教育推進担当教員を中心に学
校内の言語環境や掲示t物等を定期
的に点検し生命尊重や自他理解の精
神を育む。

・走投跳などを意識した日常運動や
体育の授業でのワンポイントエクササ
イズなどを積極的に取り入れ、小学生
駅伝大会で見せた成果などを励みに
さらなる体力向上を図る。

Ａ 4

〇これからの児童は人とのコミュニケーションが大切になってく
ると思う。

〇学校の取り組む内容をおおむね児童が自己評価として達成
していると感じている様なので、一層意欲を高めていけるよう
に、評価の低いところをさらに改善してほしい。

〇グローバル化していくこれからを見据えての良い取り組みで
ある。

〇児童の成長状況に見合った内容の充実をすすめていただき
たい。

〇コミュニケーションの基本は挨拶だと思う。なかなか挨拶する
児童が増えない。もっと取り組む手立てを工夫した方が良いの
ではないか。地域としても何かすべきではないかと感じている。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2

Ｂ 5
目標やめあてをもって
取り組んでいると回答
した児童の割合。

72.1%

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

１：
60%
未満

２：
60%
以上
70%
未満

３：
70%
以上
80%
未満

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

Ｄ 0

3


